


































うち、最も研究が急がれるも は 「用語」と「受容」 問題である。一九一〇年代に朝鮮へ 南画 の概念が輸入さ た初期 は、 「南画」 日本に
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おける新しい東洋画の画風のひとつとして認識されていたが、次第に「南宗画」の略称と て、 あるいは「文人画」 「伝統画」 「水墨山水画」のような様々な材料技法、ジャンルからなる概念を包括する言葉として、広く用いられるようになった。特に解放
（訳註：終戦）
以後は「南宗画」の略称として、 「日










して日本に留学した東洋画家たちの果たした役割が最も大きいであろう。しかし、あわせて考慮 なければならな のは、これまでかえりみら てこなかった在朝鮮 人南画家 ちの韓国近代画壇における活動と役割についである。　
在朝鮮日本人南画家たちは、書画会や個人画塾等を通じて書芸と四君子を
含む日本化された前近代的な「書画」を教育、普及、後援し 。そして全国的な規模の「南画団体」を組織して体系的な会員管理を行 と同時に、講演会や展覧会を開催し、京城のみならず小さな地方都市に至るまで勢力を拡大して、多くのアマチュアや職業南画家を養成した。朝鮮美展に関わった画家たちが日本の官展風 改良 た南画様式を朝鮮へ移植する役割を担っ とすると、在朝鮮日本人南画家たちは朝鮮内における不特定多数の識字階級 対





















アの南画家として認識されてきた その最も大きな理由は 朝鮮 の足跡みならず、韓国近代画壇での画家としての立場や評価を確認できる一次史料が不足していたためである。久保田天南として知られていた南 保田良行の活動につ て最も詳細に書かれている先行研究は 一八九〇年代から一九二〇年代の韓国画壇における日本画 輸入問題について扱った姜玟奇の論文である。姜は、日吉守の「朝鮮美術界の回顧」 、一九二九年七月六日から十日まで、四回にわたって『京城日報』に連載され 加藤松林の「朝鮮画壇と清水東雲先生」をもと 、久保田の韓国渡航時期と没年を推定し、画家としての評価を簡単に加えている。そ 全文は以下の通りである。 「一九〇六年頃に久保田天南という南画家が へ渡った。彼の滞在 間は長く、




























































































続させており、久保田の韓国渡航後も日本の中央画壇との関係 繫ぐためパイプ役とし 、山岡は非常に重要な役割 果たしたと考えられる。　
朝鮮にいる間、朝鮮美展に出品することのなかった久保田は、韓国渡航以




















































































































不参加を表明したことと同一の態度だ 言え 。 かしながら、久保田が一九二〇〜三〇年代に制作し、日本に寄贈したり流通させた した作品 中に










画の構図、筆法と非常に類似しているものもある。これは、韓国へ渡航した頃に中央画壇で流行していた新しい南 様式を、久保田が熟知していたことの証左であろう。また、 『朝鮮南画院図録』に収められた作品から 久保田には山水、人物、花鳥 鳥獣、四君子のような様々な画題を、多様な画風で
描き分ける力量が備わっていたことがわかる。そのため、朝鮮美展に出品しなかった理由は実力不足ではなく、日本の旧派系作家たちの「官展」にたいする反感を共有していたためと考えるのが妥当であ　
前述した久保田自身の言の通り、朝鮮にいた間、朝鮮南画院展以外の展覧


























































鮮に南画を發達すべき設備なきを慨し、李朝以来南画の頽廃を救はんために、大正三年木石南畫會を創立 十三年朝鮮南畫院 改称して、三百餘名の門下を擁して、毎年一回京城に展覧會を開き、一意斯道 興隆に努力している、朝鮮に於ける南宗の第一人者である」と評されてい 。簡略な紹介ではあるが 王朝の没落と共に退廃した文化を日本が再建、復興させ ければならないという植民地文化政策の論理に基づき 木石南画会が創立 れたことがわか 。それだけでなく 朝鮮美展や文展、帝 で活躍した在朝鮮日本人作家に先立ち、久保田 鮮画壇の南宗の第一人者として紹介る点は、当時の久保田に対する内地 認識 一面を物語っており、非常に重要な資料だと言える。以上のことから、朝鮮と内地で取った久保田 二重の行動と、これによって当時の両画壇で生まれた評価 二重性は、
挿図 （　久保田天南《金剛錦靄図屛風》　六曲一隻　（（（0 年




















め、朝鮮南画院の図録を見ると、出品者のほとんどは天南の弟子であることを意味する「天」あるいは「南」の字を画号に用いていることがわか 。また、支部ではそれぞれ支部展を開催しており、そ 記録と『京城日報』に掲載された記事からは、組織の活性化のため支部展を奨励し、自らそ に参加する熱心な久保田の姿が確認でき 。　
特別な事情がない限り、久保田が直接運営する京城支部では、毎年五月頃




















































































以外の『朝鮮日報』 『東亜日報』では、朝鮮南画院に関連する記事を見つけることができない。 『京城日報』 のみが一九二五年から一九三七年まで毎年、
挿図 （　第 （（ 回朝鮮南画院展会場風景（（（（（ 年京城歯科医学専門学校講堂）




















































児童のための初歩教習として四君子を奨励している点は、注目に値するだろう。久保田は水墨を主とした淡白な文人画風から、画譜風の南画、日本の関西地域の四条派と狩野派まであまねく習得していたため、描こうとする対象によって様々な画法を使い分けるこ ができた。南画による国民の精神教育と、これによって達成する「画筆報国」に、久保田もまた時代的な使命感を持っていたため、初歩の同人には特に四君子を教習し のと考えられ 。　
久保田の四君子画は多くが梅と竹の作品である。梅の作品は雪中梅と月下
梅が多く、潑墨と破墨を積極的に用いながら、画面の中央あるいは右端垂直や対角に伸びる梅の枝 躍動 表現して る。竹 場合は、節を分断せず、茎を垂直 草体で描き、途切れそうな程細く薄く墨を重ね 柔らかく
も瀟洒に描いているのが特徴的である。　
朝鮮南画院展の出品作を見ると、久保田の四君子が多くのアマチュア同人




































































説明する必要がある 考え、簡略ではあ が以下に述べる 朝鮮総督府 文部高等官の職制では、天皇が親任する総督と政務総監の下に一・二等の勅任官、三等から九
等の奏任官がいた。年俸は総督と政務総監がそれぞれ八千ウォン、六千ウォン、











































































































































陽美術会」―土佐の画人たち』 （安芸市立歴史民俗資料館、二〇〇八年） 、 『開館十周年記念高知の美術：一五 年の百人展』 （高知県立美術 三 参照。











































二四七号、一九三五年十二月） 、 「朝鮮の天然記念物を語る」 （第二五二号、一九三六年五月） 「第二回古蹟愛護日 開催に就て」 （第二五七号、一九三六年十月） 、 「江原
· 咸南古蹟巡遊の旅」 （第二七五号、一九三八年四月） 、 「夏の南鮮古都行」 （第二
八〇号、 一九三八年九月） 、 「金剛山と其の四大寺」 八九 三九 六月） 、 「日· 滿









































































『時代日報』 （一九二五年五月三十一日、 二面） 、 『朝
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